
実施年度 実施主体 対象獣種 取組内容
捕獲 追払 点検 他

R7～R9 佐賀県佐賀市
（佐賀市鳥獣害対策協議会） イノシシ、中型獣類（アライグマ） ◎ － ○ －

事業概要
・イノシシの生息域との境界に当たる市内北部地域において、捕獲者の捕獲情
報と要した日数を捕獲確認アプリで収集し、CPUE（捕獲効率（捕獲努力量
当たりの捕獲数））の分析と捕獲場所の可視化を行うことで、メッシュ毎
の生息数推定等を行い、これらを踏まえた被害減少のための捕獲計画の策
定や対策の改善を実践

・更に市内金立地区を先進モデル地区として、被害農地や柵の整備位置等の情
報も地図上で可視化し、被害実態と捕獲状況を照らした、被害減少に更に
効果的な捕獲計画策定や対策を実践

・可視化データを集落点検に活用し、柵管理や放任果樹の伐採等を効果的に実
施

活用機器※交付金活用外の機器を含む

・ドローン
・センサーカメラ
・遠隔捕獲機器
・捕獲確認アプリ

モデル地区の普及範囲
・県内

現状・課題
令和元～5年のイノシシ捕獲頭数は、少ない年が1,300頭前後、多い年は2,700頭と年次格差が大きく、高く推移して

いる。一方でイノシシによる農作物被害額は、令和4年に減少した年があったものの、1,000万円前後で高止まりしてい
るため、より効果的に農作物被害を減らすことができる加害イノシシの捕獲を進めるとともに、今後、高齢化による捕
獲従事者の減少も懸念されることから、捕獲アプリ等によるデータを活用したより効率的で効果的なイノシシ捕獲対策
を推進し、農作物被害軽減を図る。
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【イメージ】

捕獲確認アプリ

捕獲計画の策定・対策の改善（PDCA）に活用

効果的な捕獲の実践

被害場所のヒアリング
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ドローン活用

センサーカメラ付き箱罠

CPUE分析等

➤生息調査の効率化と併せ
て、データ解析を行うこと
で加害個体捕獲へつなげる

➤データを可視化して、
被害減少につながってい
るか効果の検証を行う


